
大学等名

プログラム名

① 対象となる学部・学科名称 ② 教育プログラムの修了要件

③ 修了要件

必要最低単位数 単位 履修必須の有無

単位数 必須 1-1 1-6 単位数 必須 1-1 1-6

1 ○ ○

1 ○ ○

単位数 必須 1-2 1-3 単位数 必須 1-2 1-3

1 ○ ○

1 ○ ○

単位数 必須 1-4 1-5 単位数 必須 1-4 1-5

1 ○ ○

1 ○ ○

1 ○ ○

単位数 必須 3-1 3-2 単位数 必須 3-1 3-2

1 ○ ○

1 ○ ○ ○

1 ○ ○

1 ○ ○ジェネリックスキルⅣ

ジェネリックスキルⅠ

ジェネリックスキルⅡ

ジェネリックスキルⅢ

⑦ 「活用に当たっての様々な留意事項（ELSI、個人情報、データ倫理、ＡＩ社会原則等）を考慮し、情報セキュリティや情報漏洩
等、データを守る上での留意事項への理解をする」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

ジェネリックスキルⅠ

⑥ 「様々なデータ利活用の現場におけるデータ利活用事例が示され、様々な適用領域（流通、製造、金融、サービス、インフ
ラ、公共、ヘルスケア等）の知見と組み合わせることで価値を創出するもの」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

ジェネリックスキルⅢ

ジェネリックスキルⅣ

ジェネリックスキルⅠ

⑤ 「社会で活用されているデータ」や「データの活用領域」は非常に広範囲であって、日常生活や社会の課題を解決する有用
なツールになり得るもの」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

ジェネリックスキルⅢ

ジェネリックスキルⅠ

ジェネリックスキルⅣ

プログラムを構成する下記の科目すべてを修得すること。
全学科共通科目のジェネリックスキルⅠ～Ⅳ及び機械工学科の計測工学A、工学実験、情報Ⅲ（令和7年度以前入学者用)
全学科共通科目のジェネリックスキルⅠ～Ⅳ、統計及び機械工学科の計測工学A、工学実験、情報Ⅲ（令和8年度以降入
学者用)

(注)下記の「必要最低単位数」は令和8年度以降入学者を対象とした値である。令和7年度以前入学者の必要最低単位数
は、統計を除くため、8単位となる。

9 令和４年度以前より、履修することが必須のプログラムとして実施

④ 現在進行中の社会変化（第４次産業革命、Society 5.0、データ駆動型社会等）に深く寄与しているものであり、それが自ら
の生活と密接に結びついている」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

様式１－１

宇部工業高等専門学校

宇部工業高等専門学校数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム

プログラムを構成する授業科目について

学部・学科によって、修了要件は相違する

機械工学科
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単位数 必須 2-1 2-2 2-3 単位数 必須 2-1 2-2 2-3

1 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

1 ○ ○

工学実験 2 ○ ○

情報Ⅲ 1 ○ ○

⑨ 選択「４．オプション」の内容を含む授業科目

⑩ プログラムを構成する授業の内容

1-1

1-6

1-2

1-3

1-4

1-5

3-1

3-2

（３）様々なデータ利活
用の現場における
データ利活用事例が
示され、様々な適用領
域（流通、製造、金融、
サービス、インフラ、公
共、ヘルスケア等）の
知見と組み合わせるこ
とで価値を創出するも
の

◆ジェネリックスキルⅢ（第7回）：データ・AIの活用領域の広がりを理解し、データ・AIが社会の課題
を解決できる基本的なツールであり、画像や音声の認識技術や情報通信技術などの他の技術と組
み合わせることで、新しいニーズや価値を生み出すことができるということを学ぶ。
ジェネリックスキルⅣ（第11回）：データサイエンスやAI技術で必要なデータ解析、データ可視化の
概要について学ぶ。

◆ジェネリックスキルⅠ（第9回）：「研究開発、製造、物流」「マーケティング、金融」「文化活動」「医
療、防犯」など多岐に渡る領域でAIが活用されていることを学ぶ。

（４）活用に当たっての
様々な留意事項
（ELSI、個人情報、
データ倫理、ＡＩ社会原
則等）を考慮し、情報
セキュリティや情報漏
洩等、データを守る上
での留意事項への理
解をする

◆ジェネリックスキルⅡ（第13回）：データ・AIを利活用する際に求められるモラルや倫理について理
解し、個人のデータを守るために必要な事項を学ぶ。具体的には、ELSI、データ倫理、個人情報保
護、AI社会原則、データバイアス、アルゴリズムバイアス等について学ぶ。

◆ジェネリックスキルⅠ（第10回）：情報セキュリティの必要性および守るべき情報（機密性）を認識
し、個人情報とプライバシー保護の考え方についての基本的な配慮が必要であることを学ぶ。
◆ジェネリックスキルⅠ（第11回）：インターネット（SNSを含む）やコンピュータの利用における様々
な脅威（悪意のある情報搾取など）を、情報漏洩等によるセキュリティ事故などの事例を通して認識
し、その脅威に対して実践すべき対策（暗号化、パスワードなど）を学ぶ。
◆ジェネリックスキルⅡ（第12回）：情報技術の進展と法律について学び、匿名加工情報、暗号化、
パスワードの使い方と、情報漏洩事例から学ぶべき対策について理解を深める。
◆ジェネリックスキルⅢ（第6回）：高度情報通信ネットワーク社会の中核にある情報通信技術と倫
理との関わりを学ぶとともに、データを守る上で必要な情報セキュリティについて学ぶ。
◆ジェネリックスキルⅣ（第10回）：情報セキュリティの基本である、機密性、完全性、可用性につい
て、情報漏洩などのセキュリティ事故の事例をもとに学ぶ。

授業に含まれている内容・要素 講義内容

（１）現在進行中の社
会変化（第４次産業革
命、Society 5.0、デー
タ駆動型社会等）に深
く寄与しているもので
あり、それが自らの生
活と密接に結びついて
いる

◆ジェネリックスキルⅠ（第9回）：現代は第４次産業革命による創造社会（Society5.0）に位置付け
られ、AIを用いた便利な社会形成が進められていることを学ぶ。

◆ジェネリックスキルⅣ（第12回）：専門分野におけるAI最新技術の活用例をもとに、データ・AI利活
用の最新動向について学ぶ。

（２）「社会で活用され
ているデータ」や「デー
タの活用領域」は非常
に広範囲であって、日
常生活や社会の課題
を解決する有用なツー
ルになり得るもの

◆ジェネリックスキルⅢ（第7回）：IoT技術によって調査データや観測データ、実験データやログデー
タなどが収集・集約され、様々なデータサイエンス手法や人工知能技術を複合的に組み合わせて
実現されていることを学ぶ。

◆ジェネリックスキルⅠ（第9回）：「研究開発、製造、物流」「マーケティング、金融」「文化活動」「医
療、防犯」など多岐に渡る領域でAIが活用されていることを学ぶ。

授業科目 選択項目 授業科目 選択項目

統計(令和8年度以降入学者用)

計測工学Ａ

⑧ 「実データ・実課題（学術データ等を含む）を用いた演習など、社会での実例を題材として、「データを読む、説明する、扱う」
といった数理・データサイエンス・ＡＩの基本的な活用法に関するもの」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

ジェネリックスキルⅠ(令和7年度以前入学者用)
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2-1

2-2

2-3

⑪ プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

（５）実データ・実課題
（学術データ等を含む）
を用いた演習など、社
会での実例を題材とし
て、「データを読む、説
明する、扱う」といった
数理・データサイエン
ス・ＡＩの基本的な活用
法に関するもの

【令和7年度以前入学者用】
◆ジェネリックスキルⅠ（第4回）：独立試行の確率、余事象の確率、確率の加法定理、排反事象の
確率を理解し、簡単な場合についての確率の求め方を学ぶとともに、統計情報の正しい理解につ
いて学ぶ。

 ◆ジェネリックスキルⅠ（第5回）：条件付き確率、確率の乗法定理、独立事象の確率を理解し、簡
単な場合についての確率の求め方を学ぶとともに、統計情報の正しい理解について学ぶ。
◆ジェネリックスキルⅠ（第6回）：1次元のデータを整理して、平均・分散・標準偏差等のデータのば
らつきを求める方法を学ぶ。

【令和8年度以降入学者用】
◆統計（第1・2週）：独立試行の確率、余事象の確率、確率の加法定理、排反事象の確率を理解
し、簡単な場合についての確率の求め方を学ぶとともに、統計情報の正しい理解について学ぶ。
◆統計（第2週）：条件付き確率、確率の乗法定理、独立事象の確率を理解し、簡単な場合につい
ての確率の求め方を学ぶとともに、統計情報の正しい理解について学ぶ。
◆統計（第4週）：1次元のデータを整理して、平均・分散・標準偏差等のデータのばらつきを求める
方法を学ぶ。

【入学年度を問わず共通】
◆計測工学A（第4回）：測定データに含まれる誤差の扱いとして、有効数字と算術平均及び誤差の
伝播について学ぶ。
◆計測工学A（第5回）：最小二乗法及び測定データの統計的処理について学ぶ。

【令和7年度以前入学者用】
◆ジェネリックスキルⅠ（第8回）：２次元のデータを整理して散布図を作成し、相関係数・回帰直線
を求める方法を学ぶ。

【令和8年度以降入学者用】
◆統計（第6・7週）：２次元のデータを整理して散布図を作成し、相関係数・回帰直線を求める方法
を学ぶ。

【入学年度を問わず共通】
◆工学実験（全体）：データの測定、整理、解析方法などの様々な技法及び正しい図表の作成方法
（折れ線グラフや散布図など）、実験データと理論値の対比について学ぶ。

◆情報Ⅲ（第2回）：データの並び替え、ランキング、探索のプログラムの作成方法を学ぶ。
◆情報Ⅲ（第6回）：ファイルから取得したデータに対してデータの集計（和、平均）を行うプログラム
の作成方法を学ぶ。

社会におけるデータ・AI利活用に関する知識やデータを適切に読み解き、活用できる能力
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大学等名

プログラム名

① 対象となる学部・学科名称 ② 教育プログラムの修了要件

③ 修了要件

必要最低単位数 単位 履修必須の有無

単位数 必須 1-1 1-6 単位数 必須 1-1 1-6

1 ○ ○

1 ○ ○

単位数 必須 1-2 1-3 単位数 必須 1-2 1-3

1 ○ ○

1 ○ ○

単位数 必須 1-4 1-5 単位数 必須 1-4 1-5

1 ○ ○

1 ○ ○

1 ○ ○

単位数 必須 3-1 3-2 単位数 必須 3-1 3-2

1 ○ ○

1 ○ ○ ○

1 ○ ○

1 ○ ○ジェネリックスキルⅣ

ジェネリックスキルⅠ

ジェネリックスキルⅡ

ジェネリックスキルⅢ

⑦ 「活用に当たっての様々な留意事項（ELSI、個人情報、データ倫理、ＡＩ社会原則等）を考慮し、情報セキュリティや情報漏洩
等、データを守る上での留意事項への理解をする」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

ジェネリックスキルⅠ

⑥ 「様々なデータ利活用の現場におけるデータ利活用事例が示され、様々な適用領域（流通、製造、金融、サービス、インフ
ラ、公共、ヘルスケア等）の知見と組み合わせることで価値を創出するもの」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

ジェネリックスキルⅢ

ジェネリックスキルⅣ

ジェネリックスキルⅠ

⑤ 「社会で活用されているデータ」や「データの活用領域」は非常に広範囲であって、日常生活や社会の課題を解決する有用
なツールになり得るもの」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

ジェネリックスキルⅢ

ジェネリックスキルⅠ

ジェネリックスキルⅣ

プログラムを構成する下記の科目すべてを修得していること。
全学科共通科目のジェネリックスキルⅠ～Ⅳ及び電気工学科の電気工学序論A、電気工学序論C（令和7年度以前入学者
用)
全学科共通科目のジェネリックスキルⅠ～Ⅳ、統計及び電気システム工学科のデータサイエンス基礎（令和8年度以降入
学者用)

6 令和４年度以前より、履修することが必須のプログラムとして実施

④ 現在進行中の社会変化（第４次産業革命、Society 5.0、データ駆動型社会等）に深く寄与しているものであり、それが自ら
の生活と密接に結びついている」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

様式１－２

宇部工業高等専門学校

宇部工業高等専門学校数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム

プログラムを構成する授業科目について

学部・学科によって、修了要件は相違する

電気システム工学科(令和8年度以降入学者用)／電気工学科（令和7年度以前入学者用)
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単位数 必須 2-1 2-2 2-3 単位数 必須 2-1 2-2 2-3

1 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

1 ○ ○

1 ○ ○ ○ ○

1 ○ ○ ○ ○

⑨ 選択「４．オプション」の内容を含む授業科目

⑩ プログラムを構成する授業の内容

1-1

1-6

1-2

1-3

1-4

1-5

3-1

3-2

（３）様々なデータ利活
用の現場における
データ利活用事例が
示され、様々な適用領
域（流通、製造、金融、
サービス、インフラ、公
共、ヘルスケア等）の
知見と組み合わせるこ
とで価値を創出するも
の

◆ジェネリックスキルⅢ（第7回）：データ・AIの活用領域の広がりを理解し、データ・AIが社会の課題
を解決できる基本的なツールであり、画像や音声の認識技術や情報通信技術などの他の技術と組
み合わせることで、新しいニーズや価値を生み出すことができるということを学ぶ。
ジェネリックスキルⅣ（第11回）：データサイエンスやAI技術で必要なデータ解析、データ可視化の
概要について学ぶ。

◆ジェネリックスキルⅠ（第9回）：「研究開発、製造、物流」「マーケティング、金融」「文化活動」「医
療、防犯」など多岐に渡る領域でAIが活用されていることを学ぶ。

（４）活用に当たっての
様々な留意事項
（ELSI、個人情報、
データ倫理、ＡＩ社会原
則等）を考慮し、情報
セキュリティや情報漏
洩等、データを守る上
での留意事項への理
解をする

◆ジェネリックスキルⅡ（第13回）：データ・AIを利活用する際に求められるモラルや倫理について理
解し、個人のデータを守るために必要な事項を学ぶ。具体的には、ELSI、データ倫理、個人情報保
護、AI社会原則、データバイアス、アルゴリズムバイアス等について学ぶ。

◆ジェネリックスキルⅠ（第10回）：情報セキュリティの必要性および守るべき情報（機密性）を認識
し、個人情報とプライバシー保護の考え方についての基本的な配慮が必要であることを学ぶ。
◆ジェネリックスキルⅠ（第11回）：インターネット（SNSを含む）やコンピュータの利用における様々
な脅威（悪意のある情報搾取など）を、情報漏洩等によるセキュリティ事故などの事例を通して認識
し、その脅威に対して実践すべき対策（暗号化、パスワードなど）を学ぶ。
◆ジェネリックスキルⅡ（第12回）：情報技術の進展と法律について学び、匿名加工情報、暗号化、
パスワードの使い方と、情報漏洩事例から学ぶべき対策について理解を深める。
◆ジェネリックスキルⅢ（第6回）：高度情報通信ネットワーク社会の中核にある情報通信技術と倫
理との関わりを学ぶとともに、データを守る上で必要な情報セキュリティについて学ぶ。
◆ジェネリックスキルⅣ（第10回）：情報セキュリティの基本である、機密性、完全性、可用性につい
て、情報漏洩などのセキュリティ事故の事例をもとに学ぶ。

授業に含まれている内容・要素 講義内容

（１）現在進行中の社
会変化（第４次産業革
命、Society 5.0、デー
タ駆動型社会等）に深
く寄与しているもので
あり、それが自らの生
活と密接に結びついて
いる

◆ジェネリックスキルⅠ（第9回）：現代は第４次産業革命による創造社会（Society5.0）に位置付け
られ、AIを用いた便利な社会形成が進められていることを学ぶ。

◆ジェネリックスキルⅣ（第12回）：専門分野におけるAI最新技術の活用例をもとに、データ・AI利活
用の最新動向について学ぶ。

（２）「社会で活用され
ているデータ」や「デー
タの活用領域」は非常
に広範囲であって、日
常生活や社会の課題
を解決する有用なツー
ルになり得るもの

◆ジェネリックスキルⅢ（第7回）：IoT技術によって調査データや観測データ、実験データやログデー
タなどが収集・集約され、様々なデータサイエンス手法や人工知能技術を複合的に組み合わせて
実現されていることを学ぶ。

◆ジェネリックスキルⅠ（第9回）：「研究開発、製造、物流」「マーケティング、金融」「文化活動」「医
療、防犯」など多岐に渡る領域でAIが活用されていることを学ぶ。

授業科目 選択項目 授業科目 選択項目

データサイエンス基礎(令和8年度以降入学者用)

統計(令和8年度以降入学者用)

電気工学序論A(令和7年度以前入学者用)

電気工学序論C(令和7年度以前入学者用)

⑧ 「実データ・実課題（学術データ等を含む）を用いた演習など、社会での実例を題材として、「データを読む、説明する、扱う」
といった数理・データサイエンス・ＡＩの基本的な活用法に関するもの」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

ジェネリックスキルⅠ(令和7年度以前入学者用)
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2-1

2-2

2-3

⑪ プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

（５）実データ・実課題
（学術データ等を含む）
を用いた演習など、社
会での実例を題材とし
て、「データを読む、説
明する、扱う」といった
数理・データサイエン
ス・ＡＩの基本的な活用
法に関するもの

【令和７年度以前入学者用】
◆ジェネリックスキルⅠ（第4回）：独立試行の確率、余事象の確率、確率の加法定理、排反事象の
確率を理解し、簡単な場合についての確率の求め方を学ぶとともに、統計情報の正しい理解につ
いて学ぶ。
◆ジェネリックスキルⅠ（第5回）： 条件付き確率、確率の乗法定理、独立事象の確率を理解し、簡
単な場合についての確率の求め方を学ぶとともに、統計情報の正しい理解について学ぶ。
◆ジェネリックスキルⅠ（第6回）：1次元のデータを整理して、平均・分散・標準偏差等のデータのば
らつきを求める方法を学ぶ。
◆電気工学序論C（第5週：第9、10回）：データ・AI技術の利活用に必要な基本的なスキルとして、
データリテラシーについて学ぶ。具体的には、データの種類（量的変数、質的変数）、データの分布
（ヒストグラム）と代表値（平均値、中央値、最頻値）、代表値の性質の違い等について学ぶ。

【令和８年度以降入学者用】
◆統計（第1・2週）：独立試行の確率、余事象の確率、確率の加法定理、排反事象の確率を理解
し、簡単な場合についての確率の求め方を学ぶとともに、統計情報の正しい理解について学ぶ。
◆統計（第2週）：条件付き確率、確率の乗法定理、独立事象の確率を理解し、簡単な場合につい
ての確率の求め方を学ぶとともに、統計情報の正しい理解について学ぶ。
◆統計（第4週）：1次元のデータを整理して、平均・分散・標準偏差等のデータのばらつきを求める
方法を学ぶ。
◆データサイエンス基礎（第12週：第7、8回）：データ・AI技術の利活用に必要な基本的なスキルと
して、データの種類について学ぶ。

【令和７年度以前入学者用】
◆ジェネリックスキルⅠ（第8回）：２次元のデータを整理して散布図を作成し、相関係数・回帰直線
を求める方法を学ぶ。
◆電気工学序論C（第5週：9、10回）：データ・AI技術の利活用に必要な基本的なスキルとして、
データリテラシーについて学ぶ。具体的には、データ表現（棒グラフ、折れ線グラフ、散布図）、デー
タの図表表現（チャート化）等について学ぶ。

【令和８年度以降入学者用】
◆統計（第6・7週）：２次元のデータを整理して散布図を作成し、相関係数・回帰直線を求める方法
を学ぶ。
◆データサイエンス基礎（第13・14週：第10、11回）：データ・AI技術の利活用に必要な基本的なス
キルとして、データリテラシーについて学ぶ。具体的には、データ表現（棒グラフ、折れ線グラフ、散
布図）、データの図表表現（チャート化）等について学ぶ。
【令和７年度以前入学者用】
◆電気工学序論A（第4週：第7、8回）：エクセルを用いて、簡単な表とグラフを作成する方法を学
ぶ。
具体的には、データ集計（和、平均）とデータ表現（折れ線グラフ、散布図）等について学ぶ。
◆電気工学序論C（第5週：第9、10回）：データ・AI技術の利活用に必要な基本的なスキルとして、
エクセルを用いた簡単なデータ解析方法について学ぶ。具体的には、データの集計（和、平均）、
データの並び替え、データ解析ツール（スプレッドシート）について学ぶ。

【令和８年度以降入学者用】
◆データサイエンス基礎（第10週：第2、3回）：エクセルを用いて、簡単な表とグラフを作成する方法
を学ぶ。
◆データサイエンス基礎（第13-14週：第10-12回）：データ・AI技術の利活用に必要な基本的なスキ
ルとして、エクセルを用いた簡単なデータ解析方法について学ぶ。

社会におけるデータ・AI利活用に関する知識やデータを適切に読み解き、活用できる能力
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大学等名

プログラム名

① 対象となる学部・学科名称 ② 教育プログラムの修了要件

③ 修了要件

必要最低単位数 単位 履修必須の有無

単位数 必須 1-1 1-6 単位数 必須 1-1 1-6

1 ○ ○

1 ○ ○

単位数 必須 1-2 1-3 単位数 必須 1-2 1-3

1 ○ ○

1 ○ ○

単位数 必須 1-4 1-5 単位数 必須 1-4 1-5

1 ○ ○

1 ○ ○

1 ○ ○

単位数 必須 3-1 3-2 単位数 必須 3-1 3-2

1 ○ ○

1 ○ ○ ○

1 ○ ○

1 ○ ○ジェネリックスキルⅣ

ジェネリックスキルⅠ

ジェネリックスキルⅡ

ジェネリックスキルⅢ

⑦ 「活用に当たっての様々な留意事項（ELSI、個人情報、データ倫理、ＡＩ社会原則等）を考慮し、情報セキュリティや情報漏洩
等、データを守る上での留意事項への理解をする」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

ジェネリックスキルⅠ

⑥ 「様々なデータ利活用の現場におけるデータ利活用事例が示され、様々な適用領域（流通、製造、金融、サービス、インフ
ラ、公共、ヘルスケア等）の知見と組み合わせることで価値を創出するもの」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

ジェネリックスキルⅢ

ジェネリックスキルⅣ

ジェネリックスキルⅠ

⑤ 「社会で活用されているデータ」や「データの活用領域」は非常に広範囲であって、日常生活や社会の課題を解決する有用
なツールになり得るもの」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

ジェネリックスキルⅢ

ジェネリックスキルⅠ

ジェネリックスキルⅣ

プログラムを構成する下記の科目すべてを修得していること。
全学科共通科目のジェネリックスキルⅠ～Ⅳ及び制御情報工学科の数値計算（令和７年度以前入学者用）
全学科共通科目のジェネリックスキルⅠ～Ⅳ、統計及び制御情報工学科の数値計算（令和8年度以降入学者用）

(注)下記の「必要最低単位数」は令和8年度以降入学者を対象とした値である。令和7年度以前入学者の必要最低単位数
は、統計を除くため、6単位となる。

7 令和４年度以前より、履修することが必須のプログラムとして実施

④ 現在進行中の社会変化（第４次産業革命、Society 5.0、データ駆動型社会等）に深く寄与しているものであり、それが自ら
の生活と密接に結びついている」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

様式１－３

宇部工業高等専門学校

宇部工業高等専門学校数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム

プログラムを構成する授業科目について

学部・学科によって、修了要件は相違する

制御情報工学科
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単位数 必須 2-1 2-2 2-3 単位数 必須 2-1 2-2 2-3

1 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○ ○

⑨ 選択「４．オプション」の内容を含む授業科目

⑩ プログラムを構成する授業の内容

1-1

1-6

1-2

1-3

1-4

1-5

3-1

3-2

（３）様々なデータ利活
用の現場における
データ利活用事例が
示され、様々な適用領
域（流通、製造、金融、
サービス、インフラ、公
共、ヘルスケア等）の
知見と組み合わせるこ
とで価値を創出するも
の

◆ジェネリックスキルⅢ（第7回）：データ・AIの活用領域の広がりを理解し、データ・AIが社会の課題
を解決できる基本的なツールであり、画像や音声の認識技術や情報通信技術などの他の技術と組
み合わせることで、新しいニーズや価値を生み出すことができるということを学ぶ。
ジェネリックスキルⅣ（第11回）：データサイエンスやAI技術で必要なデータ解析、データ可視化の
概要について学ぶ。

◆ジェネリックスキルⅠ（第9回）：「研究開発、製造、物流」「マーケティング、金融」「文化活動」「医
療、防犯」など多岐に渡る領域でAIが活用されていることを学ぶ。

（４）活用に当たっての
様々な留意事項
（ELSI、個人情報、
データ倫理、ＡＩ社会原
則等）を考慮し、情報
セキュリティや情報漏
洩等、データを守る上
での留意事項への理
解をする

◆ジェネリックスキルⅡ（第13回）：データ・AIを利活用する際に求められるモラルや倫理について理
解し、個人のデータを守るために必要な事項を学ぶ。具体的には、ELSI、データ倫理、個人情報保
護、AI社会原則、データバイアス、アルゴリズムバイアス等について学ぶ。

◆ジェネリックスキルⅠ（第10回）：情報セキュリティの必要性および守るべき情報（機密性）を認識
し、個人情報とプライバシー保護の考え方についての基本的な配慮が必要であることを学ぶ。
◆ジェネリックスキルⅠ（第11回）：インターネット（SNSを含む）やコンピュータの利用における様々
な脅威（悪意のある情報搾取など）を、情報漏洩等によるセキュリティ事故などの事例を通して認識
し、その脅威に対して実践すべき対策（暗号化、パスワードなど）を学ぶ。
◆ジェネリックスキルⅡ（第12回）：情報技術の進展と法律について学び、匿名加工情報、暗号化、
パスワードの使い方と、情報漏洩事例から学ぶべき対策について理解を深める。
◆ジェネリックスキルⅢ（第6回）：高度情報通信ネットワーク社会の中核にある情報通信技術と倫
理との関わりを学ぶとともに、データを守る上で必要な情報セキュリティについて学ぶ。
◆ジェネリックスキルⅣ（第10回）：情報セキュリティの基本である、機密性、完全性、可用性につい
て、情報漏洩などのセキュリティ事故の事例をもとに学ぶ。

授業に含まれている内容・要素 講義内容

（１）現在進行中の社
会変化（第４次産業革
命、Society 5.0、デー
タ駆動型社会等）に深
く寄与しているもので
あり、それが自らの生
活と密接に結びついて
いる

◆ジェネリックスキルⅠ（第9回）：現代は第４次産業革命による創造社会（Society5.0）に位置付け
られ、AIを用いた便利な社会形成が進められていることを学ぶ。

◆ジェネリックスキルⅣ（第12回）：専門分野におけるAI最新技術の活用例をもとに、データ・AI利活
用の最新動向について学ぶ。

（２）「社会で活用され
ているデータ」や「デー
タの活用領域」は非常
に広範囲であって、日
常生活や社会の課題
を解決する有用なツー
ルになり得るもの

◆ジェネリックスキルⅢ（第7回）：IoT技術によって調査データや観測データ、実験データやログデー
タなどが収集・集約され、様々なデータサイエンス手法や人工知能技術を複合的に組み合わせて
実現されていることを学ぶ。

◆ジェネリックスキルⅠ（第9回）：「研究開発、製造、物流」「マーケティング、金融」「文化活動」「医
療、防犯」など多岐に渡る領域でAIが活用されていることを学ぶ。

授業科目 選択項目 授業科目 選択項目

統計(令和8年度以降入学者用)

数値計算

⑧ 「実データ・実課題（学術データ等を含む）を用いた演習など、社会での実例を題材として、「データを読む、説明する、扱う」
といった数理・データサイエンス・ＡＩの基本的な活用法に関するもの」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

ジェネリックスキルⅠ(令和7年度以前入学者用)
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2-1

2-2

2-3

⑪ プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

（５）実データ・実課題
（学術データ等を含む）
を用いた演習など、社
会での実例を題材とし
て、「データを読む、説
明する、扱う」といった
数理・データサイエン
ス・ＡＩの基本的な活用
法に関するもの

【令和7年度以前入学者用】
◆ジェネリックスキルⅠ（第4回）：独立試行の確率、余事象の確率、確率の加法定理、排反事象の
確率を理解し、簡単な場合についての確率の求め方を学ぶとともに、統計情報の正しい理解につ
いて学ぶ。
◆ジェネリックスキルⅠ（第5回）： 条件付き確率、確率の乗法定理、独立事象の確率を理解し、簡
単な場合についての確率の求め方を学ぶとともに、統計情報の正しい理解について学ぶ。
◆ジェネリックスキルⅠ（第6回）：1次元のデータを整理して、平均・分散・標準偏差等のデータのば
らつきを求める方法を学ぶ。

【令和8年度以降入学者用】
◆統計（第1・2週）：独立試行の確率、余事象の確率、確率の加法定理、排反事象の確率を理解
し、簡単な場合についての確率の求め方を学ぶとともに、統計情報の正しい理解について学ぶ。
◆統計（第2週）：条件付き確率、確率の乗法定理、独立事象の確率を理解し、簡単な場合につい
ての確率の求め方を学ぶとともに、統計情報の正しい理解について学ぶ。
◆統計（第4週）：1次元のデータを整理して、平均・分散・標準偏差等のデータのばらつきを求める
方法を学ぶ。

【入学年度を問わず共通】
◆数値計算（第1、5週：第2、9回）：データのばらつき、観測データに含まれる誤差の扱い、データの
打ち切りや計算誤差と、回帰式と相関と因果の関係について学ぶ。

【令和7年度以前入学者用】
◆ジェネリックスキルⅠ（第8回）：２次元のデータを整理して散布図を作成し、相関係数・回帰直線
を求める方法を学ぶ。

【令和8年度以降入学者用】
◆統計（第6・7週）：２次元のデータを整理して散布図を作成し、相関係数・回帰直線を求める方法
を学ぶ。

【入学年度を問わず共通】
◆数値計算（第4、5週：第7、9、10回）：データの表現方法及び、アルゴリズムの違いによる計算時
間の比較、回帰式の違いによるグラフ表示結果や誤差の比較について学ぶ。

◆数値計算（第5、6週：第9-12回）：「最小二乗法」と「補完法」のデータ解析ツールについてPython
言語を用いて実装し、それらアルゴリズム及びその評価方法について学ぶ。

社会におけるデータ・AI利活用に関する知識やデータを適切に読み解き、活用できる能力
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大学等名

プログラム名

① 対象となる学部・学科名称 ② 教育プログラムの修了要件

③ 修了要件

必要最低単位数 単位 履修必須の有無

単位数 必須 1-1 1-6 単位数 必須 1-1 1-6

1 ○ ○

1 ○ ○

単位数 必須 1-2 1-3 単位数 必須 1-2 1-3

1 ○ ○

1 ○ ○

単位数 必須 1-4 1-5 単位数 必須 1-4 1-5

1 ○ ○

1 ○ ○

1 ○ ○

単位数 必須 3-1 3-2 単位数 必須 3-1 3-2

1 ○ ○

1 ○ ○ ○

1 ○ ○

1 ○ ○ジェネリックスキルⅣ

ジェネリックスキルⅠ

ジェネリックスキルⅡ

ジェネリックスキルⅢ

⑦ 「活用に当たっての様々な留意事項（ELSI、個人情報、データ倫理、ＡＩ社会原則等）を考慮し、情報セキュリティや情報漏洩
等、データを守る上での留意事項への理解をする」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

ジェネリックスキルⅠ

⑥ 「様々なデータ利活用の現場におけるデータ利活用事例が示され、様々な適用領域（流通、製造、金融、サービス、インフ
ラ、公共、ヘルスケア等）の知見と組み合わせることで価値を創出するもの」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

ジェネリックスキルⅢ

ジェネリックスキルⅣ

ジェネリックスキルⅠ

⑤ 「社会で活用されているデータ」や「データの活用領域」は非常に広範囲であって、日常生活や社会の課題を解決する有用
なツールになり得るもの」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

ジェネリックスキルⅢ

ジェネリックスキルⅠ

ジェネリックスキルⅣ

プログラムを構成する下記の科目すべてを修得していること。
全学科共通科目のジェネリックスキルⅠ～Ⅳ及び物質工学科の情報処理Ⅱ（令和7年度以前入学者用）
全学科共通科目のジェネリックスキルⅠ～Ⅳ、統計及び物質工学科の情報処理Ⅱ（令和8年度以降入学者用）

(注)下記の「必要最低単位数」は令和8年度以降入学者を対象とした値である。令和7年度以前入学者の必要最低単位数
は、統計を除くため、5単位となる。

6 令和４年度以前より、履修することが必須のプログラムとして実施

④ 現在進行中の社会変化（第４次産業革命、Society 5.0、データ駆動型社会等）に深く寄与しているものであり、それが自ら
の生活と密接に結びついている」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

様式１－４

宇部工業高等専門学校

宇部工業高等専門学校数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム

プログラムを構成する授業科目について

学部・学科によって、修了要件は相違する

物質工学科
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単位数 必須 2-1 2-2 2-3 単位数 必須 2-1 2-2 2-3

1 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○ ○

⑨ 選択「４．オプション」の内容を含む授業科目

⑩ プログラムを構成する授業の内容

1-1

1-6

1-2

1-3

1-4

1-5

3-1

3-2

（３）様々なデータ利活
用の現場における
データ利活用事例が
示され、様々な適用領
域（流通、製造、金融、
サービス、インフラ、公
共、ヘルスケア等）の
知見と組み合わせるこ
とで価値を創出するも
の

◆ジェネリックスキルⅢ（第7回）：データ・AIの活用領域の広がりを理解し、データ・AIが社会の課題
を解決できる基本的なツールであり、画像や音声の認識技術や情報通信技術などの他の技術と組
み合わせることで、新しいニーズや価値を生み出すことができるということを学ぶ。
ジェネリックスキルⅣ（第11回）：データサイエンスやAI技術で必要なデータ解析、データ可視化の
概要について学ぶ。

◆ジェネリックスキルⅠ（第9回）：「研究開発、製造、物流」「マーケティング、金融」「文化活動」「医
療、防犯」など多岐に渡る領域でAIが活用されていることを学ぶ。

（４）活用に当たっての
様々な留意事項
（ELSI、個人情報、
データ倫理、ＡＩ社会原
則等）を考慮し、情報
セキュリティや情報漏
洩等、データを守る上
での留意事項への理
解をする

◆ジェネリックスキルⅡ（第13回）：データ・AIを利活用する際に求められるモラルや倫理について理
解し、個人のデータを守るために必要な事項を学ぶ。具体的には、ELSI、データ倫理、個人情報保
護、AI社会原則、データバイアス、アルゴリズムバイアス等について学ぶ。

◆ジェネリックスキルⅠ（第10回）：情報セキュリティの必要性および守るべき情報（機密性）を認識
し、個人情報とプライバシー保護の考え方についての基本的な配慮が必要であることを学ぶ。
◆ジェネリックスキルⅠ（第11回）：インターネット（SNSを含む）やコンピュータの利用における様々
な脅威（悪意のある情報搾取など）を、情報漏洩等によるセキュリティ事故などの事例を通して認識
し、その脅威に対して実践すべき対策（暗号化、パスワードなど）を学ぶ。
◆ジェネリックスキルⅡ（第12回）：情報技術の進展と法律について学び、匿名加工情報、暗号化、
パスワードの使い方と、情報漏洩事例から学ぶべき対策について理解を深める。
◆ジェネリックスキルⅢ（第6回）：高度情報通信ネットワーク社会の中核にある情報通信技術と倫
理との関わりを学ぶとともに、データを守る上で必要な情報セキュリティについて学ぶ。
◆ジェネリックスキルⅣ（第10回）：情報セキュリティの基本である、機密性、完全性、可用性につい
て、情報漏洩などのセキュリティ事故の事例をもとに学ぶ。

授業に含まれている内容・要素 講義内容

（１）現在進行中の社
会変化（第４次産業革
命、Society 5.0、デー
タ駆動型社会等）に深
く寄与しているもので
あり、それが自らの生
活と密接に結びついて
いる

◆ジェネリックスキルⅠ（第9回）：現代は第４次産業革命による創造社会（Society5.0）に位置付け
られ、AIを用いた便利な社会形成が進められていることを学ぶ。

◆ジェネリックスキルⅣ（第12回）：専門分野におけるAI最新技術の活用例をもとに、データ・AI利活
用の最新動向について学ぶ。

（２）「社会で活用され
ているデータ」や「デー
タの活用領域」は非常
に広範囲であって、日
常生活や社会の課題
を解決する有用なツー
ルになり得るもの

◆ジェネリックスキルⅢ（第7回）：IoT技術によって調査データや観測データ、実験データやログデー
タなどが収集・集約され、様々なデータサイエンス手法や人工知能技術を複合的に組み合わせて
実現されていることを学ぶ。

◆ジェネリックスキルⅠ（第9回）：「研究開発、製造、物流」「マーケティング、金融」「文化活動」「医
療、防犯」など多岐に渡る領域でAIが活用されていることを学ぶ。

授業科目 選択項目 授業科目 選択項目

統計(令和8年度以降入学者用)

情報処理Ⅱ

⑧ 「実データ・実課題（学術データ等を含む）を用いた演習など、社会での実例を題材として、「データを読む、説明する、扱う」
といった数理・データサイエンス・ＡＩの基本的な活用法に関するもの」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

ジェネリックスキルⅠ(令和7年度以前入学者用)
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2-1

2-2

2-3

⑪ プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

（５）実データ・実課題
（学術データ等を含む）
を用いた演習など、社
会での実例を題材とし
て、「データを読む、説
明する、扱う」といった
数理・データサイエン
ス・ＡＩの基本的な活用
法に関するもの

【令和7年度以前入学者用】
◆ジェネリックスキルⅠ（第4回）：独立試行の確率、余事象の確率、確率の加法定理、排反事象の
確率を理解し、簡単な場合についての確率の求め方を学ぶとともに、統計情報の正しい理解につ
いて学ぶ。
◆ジェネリックスキルⅠ（第5回）： 条件付き確率、確率の乗法定理、独立事象の確率を理解し、簡
単な場合についての確率の求め方を学ぶとともに、統計情報の正しい理解について学ぶ。
◆ジェネリックスキルⅠ（第6回）：1次元のデータを整理して、平均・分散・標準偏差等のデータのば
らつきを求める方法を学ぶ。

【令和8年度以降入学者用】
◆統計（第1・2週）：独立試行の確率、余事象の確率、確率の加法定理、排反事象の確率を理解
し、簡単な場合についての確率の求め方を学ぶとともに、統計情報の正しい理解について学ぶ。
◆統計（第2週）： 条件付き確率、確率の乗法定理、独立事象の確率を理解し、簡単な場合につい
ての確率の求め方を学ぶとともに、統計情報の正しい理解について学ぶ。
◆統計（第4週）：1次元のデータを整理して、平均・分散・標準偏差等のデータのばらつきを求める
方法を学ぶ。

【入学年度を問わず共通】
◆情報処理Ⅱ（第2回）：表計算ソフトを用いて標準偏差や相関係数について学ぶ。
◆情報処理Ⅱ（第6回）：表計算を用いてアルゴリズムの構築を通じて母集団と標本抽出方法につ
いて学ぶ。

【令和7年度以前入学者用】
◆ジェネリックスキルⅠ（第8回）：２次元のデータを整理して散布図を作成し、相関係数・回帰直線
を求める方法を学ぶ。

【令和8年度以降入学者用】
◆統計（第6・7週）：２次元のデータを整理して散布図を作成し、相関係数・回帰直線を求める方法
を学ぶ。

【入学年度を問わず共通】
◆情報処理Ⅱ（第1回）：表計算ソフトを用いて様々なグラフを作成しデータ表現を行う。

◆情報処理Ⅱ（第1回）：表計算ソフトを用いてデータを入力してデータの集計を行う。
◆情報処理Ⅱ（第3回）：表計算ソフトを用いてデータの並べ替えを行う。
◆情報処理Ⅱ（第4回）：表計算ソフトを用いてデータ解析ツールによって論理演算と進数変数を行
う。
◆情報処理Ⅱ（第7回）：表計算ソフトを用いてデータ解析ツールによってアルゴリズムの構築及び
実装について学ぶ。

社会におけるデータ・AI利活用に関する知識やデータを適切に読み解き、活用できる能力
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】

大学等名

プログラム名

① 対象となる学部・学科名称 ② 教育プログラムの修了要件

③ 修了要件

必要最低単位数 単位 履修必須の有無

単位数 必須 1-1 1-6 単位数 必須 1-1 1-6

1 ○ ○

1 ○ ○

単位数 必須 1-2 1-3 単位数 必須 1-2 1-3

1 ○ ○

1 ○ ○

単位数 必須 1-4 1-5 単位数 必須 1-4 1-5

1 ○ ○

1 ○ ○

1 ○ ○

単位数 必須 3-1 3-2 単位数 必須 3-1 3-2

1 ○ ○

1 ○ ○ ○

1 ○ ○

1 ○ ○

授業科目

⑥ 「様々なデータ利活用の現場におけるデータ利活用事例が示され、様々な適用領域（流通、製造、金融、サービス、インフ
ラ、公共、ヘルスケア等）の知見と組み合わせることで価値を創出するもの」の内容を含む授業科目

ジェネリックスキルⅠ

⑦ 「活用に当たっての様々な留意事項（ELSI、個人情報、データ倫理、ＡＩ社会原則等）を考慮し、情報セキュリティや情報漏洩
等、データを守る上での留意事項への理解をする」の内容を含む授業科目

ジェネリックスキルⅢ

ジェネリックスキルⅣ

授業科目

様式１－５

授業科目

ジェネリックスキルⅠ

ジェネリックスキルⅣ

授業科目

令和４年度以前より、履修することが必須のプログラムとして実施

宇部工業高等専門学校

宇部工業高等専門学校数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム

プログラムを構成する授業科目について

プログラムを構成する下記の科目すべてを修得していること。
全学科共通科目のジェネリックスキルⅠ～Ⅳ及び経営情報学科の統計学Ⅰ、統計学Ⅱ、基礎情報処理論Ⅰ、経営情報論
（令和７年度以前入学者用）
全学科共通科目のジェネリックスキルⅠ～Ⅳ、統計及び経営情報学科の経営統計学、情報リテラシーⅠ、経営情報論（令
和8年度以降入学者用）
(注)下記の「必要最低単位数」は令和8年度以降入学者を対象とした値である。令和7年度以前入学者の必要最低単位数
は、統計を除くため、8単位となる。

④ 現在進行中の社会変化（第４次産業革命、Society 5.0、データ駆動型社会等）に深く寄与しているものであり、それが自ら
の生活と密接に結びついている」の内容を含む授業科目

学部・学科によって、修了要件は相違する

経営情報学科

⑤ 「社会で活用されているデータ」や「データの活用領域」は非常に広範囲であって、日常生活や社会の課題を解決する有用
なツールになり得るもの」の内容を含む授業科目

9

授業科目

ジェネリックスキルⅢ

ジェネリックスキルⅠ

授業科目

ジェネリックスキルⅠ

ジェネリックスキルⅡ

授業科目

ジェネリックスキルⅢ

ジェネリックスキルⅣ

授業科目
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】

単位数 必須 2-1 2-2 2-3 単位数 必須 2-1 2-2 2-3

1 ○ ○ ○ 1 ○ ○

1 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

1 ○ ○

1 ○ ○

⑨ 選択「４．オプション」の内容を含む授業科目

⑩ プログラムを構成する授業の内容

1-1

1-6

1-2

1-3

1-4

1-5

統計学Ⅰ(令和7年度以前入学者用)

統計学Ⅱ(令和7年度以前入学者用)

⑧ 「実データ・実課題（学術データ等を含む）を用いた演習など、社会での実例を題材として、「データを読む、説明する、扱う」
といった数理・データサイエンス・ＡＩの基本的な活用法に関するもの」の内容を含む授業科目

授業に含まれている内容・要素 講義内容

◆ジェネリックスキルⅠ（第9回）：現代は第４次産業革命による創造社会（Society5.0）に位置付け
られ、AIを用いた便利な社会形成が進められていることを学ぶ。

選択項目授業科目

（２）「社会で活用され
ているデータ」や「デー
タの活用領域」は非常
に広範囲であって、日
常生活や社会の課題
を解決する有用なツー
ルになり得るもの

（３）様々なデータ利活
用の現場におけるデー
タ利活用事例が示さ
れ、様々な適用領域
（流通、製造、金融、
サービス、インフラ、公
共、ヘルスケア等）の
知見と組み合わせるこ
とで価値を創出するも
の

（１）現在進行中の社
会変化（第４次産業革
命、Society 5.0、デー
タ駆動型社会等）に深
く寄与しているもので
あり、それが自らの生
活と密接に結びついて
いる

経営情報論

経営統計学(令和8年度以降入学者用)

基礎情報処理論Ⅰ(令和7年度以前入学者用)

情報リテラシーⅠ(令和8年度以降入学者用)

選択項目 授業科目

ジェネリックスキルⅠ

統計(令和8年度以降入学者用)

◆ジェネリックスキルⅣ（第12回）：専門分野におけるAI最新技術の活用例をもとに、データ・AI利活
用の最新動向について学ぶ。

◆ジェネリックスキルⅢ（第7回）：IoT技術によって調査データや観測データ、実験データやログデー
タなどが収集・集約され、様々なデータサイエンス手法や人工知能技術を複合的に組み合わせて
実現されていることを学ぶ。

◆ジェネリックスキルⅠ（第9回）：「研究開発、製造、物流」「マーケティング、金融」「文化活動」「医
療、防犯」など多岐に渡る領域でAIが活用されていることを学ぶ。

◆ジェネリックスキルⅠ（第9回）：「研究開発、製造、物流」「マーケティング、金融」「文化活動」「医
療、防犯」など多岐に渡る領域でAIが活用されていることを学ぶ。

◆ジェネリックスキルⅢ（第7回）：データ・AIの活用領域の広がりを理解し、データ・AIが社会の課題
を解決できる基本的なツールであり、画像や音声の認識技術や情報通信技術などの他の技術と組
み合わせることで、新しいニーズや価値を生み出すことができるということを学ぶ。
ジェネリックスキルⅣ（第11回）：データサイエンスやAI技術で必要なデータ解析、データ可視化の概
要について学ぶ。

授業科目 授業科目
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】

3-1

3-2

2-1

2-2

2-3

⑪ プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

（５）実データ・実課題
（学術データ等を含む）
を用いた演習など、社
会での実例を題材とし
て、「データを読む、説
明する、扱う」といった
数理・データサイエン
ス・ＡＩの基本的な活用
法に関するもの

【令和7年度以前入学者用】
◆ジェネリックスキルⅠ（第4回）：独立試行の確率、余事象の確率、確率の加法定理、排反事象の
確率を理解し、簡単な場合についての確率の求め方を学ぶとともに、統計情報の正しい理解につ
いて学ぶ。
◆ジェネリックスキルⅠ（第5回）： 条件付き確率、確率の乗法定理、独立事象の確率を理解し、簡
単な場合についての確率の求め方を学ぶとともに、統計情報の正しい理解について学ぶ。
◆ジェネリックスキルⅠ（第6回）：1次元のデータを整理して、平均・分散・標準偏差等のデータのば
らつきを求める方法を学ぶ。
◆統計学Ⅰ（第3、4回）：データの種類及びデータの分布と代表値、データのばらつきについて学
ぶ。
◆統計学Ⅱ（第11、12回）：相関と因果、回帰分析及びその性質について学ぶ。

【令和8年度以降入学者用】
◆統計（第1・2週）：独立試行の確率、余事象の確率、確率の加法定理、排反事象の確率を理解
し、簡単な場合についての確率の求め方を学ぶとともに、統計情報の正しい理解について学ぶ。
◆統計（第2週）： 条件付き確率、確率の乗法定理、独立事象の確率を理解し、簡単な場合につい
ての確率の求め方を学ぶとともに、統計情報の正しい理解について学ぶ。
◆統計（第4週）：1次元のデータを整理して、平均・分散・標準偏差等のデータのばらつきを求める
方法を学ぶ。
◆経営統計学（第1回）：データの種類及びデータの分布と代表値、データのばらつきについて学
ぶ。
◆経営統計学（第1回）：相関と因果、回帰分析及びその性質について学ぶ。

【令和7年度以前入学者用】
◆基礎情報処理論Ⅰ（第3-6回）：表計算ソフトを用いて、データの集計、並び替え、ランキングの方
法を学ぶ。

【令和8年度以降入学者用】
◆情報リテラシーⅠ（第3-6週）：表計算ソフトを用いて、データの集計、並び替え、ランキングの方
法を学ぶ。

【入学年度を問わず共通】
◆経営情報論（第9-14回）：表計算ソフトのデータ解析ツールを用いて、経済・経営データを分析す
る方法を学ぶ。

（４）活用に当たっての
様々な留意事項
（ELSI、個人情報、
データ倫理、ＡＩ社会原
則等）を考慮し、情報
セキュリティや情報漏
洩等、データを守る上
での留意事項への理
解をする

◆ジェネリックスキルⅡ（第13回）：データ・AIを利活用する際に求められるモラルや倫理について理
解し、個人のデータを守るために必要な事項を学ぶ。具体的には、ELSI、データ倫理、個人情報保
護、AI社会原則、データバイアス、アルゴリズムバイアス等について学ぶ。

社会におけるデータ・AI利活用に関する知識やデータを適切に読み解き、活用できる能力

◆ジェネリックスキルⅠ（第10回）：情報セキュリティの必要性および守るべき情報（機密性）を認識
し、個人情報とプライバシー保護の考え方についての基本的な配慮が必要であることを学ぶ。
◆ジェネリックスキルⅠ（第11回）：インターネット（SNSを含む）やコンピュータの利用における様々
な脅威（悪意のある情報搾取など）を、情報漏洩等によるセキュリティ事故などの事例を通して認識
し、その脅威に対して実践すべき対策（暗号化、パスワードなど）を学ぶ。
◆ジェネリックスキルⅡ（第12回）：情報技術の進展と法律について学び、匿名加工情報、暗号化、
パスワードの使い方と、情報漏洩事例から学ぶべき対策について理解を深める。
◆ジェネリックスキルⅢ（第6回）：高度情報通信ネットワーク社会の中核にある情報通信技術と倫
理との関わりを学ぶとともに、データを守る上で必要な情報セキュリティについて学ぶ。
◆ジェネリックスキルⅣ（第10回）：情報セキュリティの基本である、機密性、完全性、可用性につい
て、情報漏洩などのセキュリティ事故の事例をもとに学ぶ。

【令和7年度以前入学者用】
◆ジェネリックスキルⅠ（第8回）：２次元のデータを整理して散布図を作成し、相関係数・回帰直線
を求める方法を学ぶ。
◆統計学Ⅰ（第10回）：2つのデータの相関の求め方及びその関係性の説明からデータの表現につ
いて学ぶ。
◆統計学Ⅱ（第5回）：データの推定、検定の方法及びその解釈からデータの表現について学ぶ。
◆統計学Ⅱ（第13回）：時系列データの比較から、予測して傾向を説明する方法について学ぶ。

【令和8年度以降入学者用】
◆統計（第6・7週）：２次元のデータを整理して散布図を作成し、相関係数・回帰直線を求める方法
を学ぶ。
◆経営統計学（第1回）：2つのデータの相関の求め方及びその関係性の説明からデータの表現に
ついて学ぶ。
◆経営統計学（第5～7回、第9～11回）：データの推定、検定の方法及びその解釈からデータの表
現について学ぶ。
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評価項目1

評価項目2

評価項目3

評価項目4

授業の進め方・方法

注意点

担当教員

到達目標

(1) 確率の加法定理，乗法定理に基づいた確率の計算および条件付き確率を計算でき，ベイズの定理へ応用できる。
(2) １次元および２次元データを整理し，代表値および回帰直線を求めることができる。
(3) 二項分布，正規分布の特性を理解できるとともに，これらの分布のもとで確率を計算できる。
(4) 区間推定および仮説検定を理解し，具体的な問題へ応用できる。

ルーブリック

二項分布，正規分布の特性を
理解し，実問題において確率
を計算できる。

正規分布の標準化による確率
の計算ができる。

確率変数の意味を理解し，離
散分布，連続分布の場合の平
均・分散を計算できる。

確率変数の意味を理解し，離
散分布，連続分布の場合の平
均・分散を計算できない。

最小二乗法による回帰直線の
導出を理解でき，回帰直線の
パラメータを求めることがで
きる。

２次元データにおける共分散
と相関係数の意味を理解でき
る。

１次元データの代表値である
平均，分散の意味を理解し，
計算できる。

１次元データの代表値である
平均，分散の意味を理解でき
ない。

学生の皆さんは１・２年次に様々な実験に取り組んだ経験がある。ある実験において施した工夫の有
効性を示すには，検定手法が必須である。本講義では特に仮説検定を実問題へ適用できるレベルを目
標とする。計算ができるのはもちろんだが，状況に応じた推定手法，検定手法を把握して欲しい。

統計

科目基礎情報
科目番号
授業形態
開設学科
開設期

単位の種別と単位数
科目区分

対象学年
週時間数

教科書/教材

宇部工業高等専門学校 開講年度 授業科目令和10年度（2028年度）

新 確率統計，高橋節夫ら (大日本図書)
未定

35006

確率の乗法定理，条件付き確
率を理解し，ベイズの定理へ
応用できる。

確率の乗法定理，条件付き確
率を計算できる。

加法定理に基づいて確率を計
算できる。

教育方法等

理想的な到達レベルの目安
(優)

標準的な到達レベルの目安
(良)

最低限の到達レベルの目安
(可)

未到達レベルの目安(不可)

講義・演習
機械工学科
1st-Q, 2nd-Q

一般 / 必修
履修単位: 1
3
2

前半では，基本的な確率の計算方法を取り上げるとともに，１次元データの代表値である平均，分散
の意味とその性質を学ぶ。後半では，代表的な確率分布である二項分布と正規分布を取り上げ，それ
らの母数を推定する手法として点推定と区間推定を扱う。最後に仮説検定を取り上げ，品質管理等へ
の応用を説明する。

確率の計算方法，確率密度関数の位置付けを理解でき，推定・検定手法を実問題へ適用できることを
目的として，多くの例示を示しながら理論を説明する。授業内容が多岐に渡り，ボリュームも大きい
ため，板書を極力少なくするとともに，図表等をスライドにて提示する。教科書と併せて問題集を配
布するので，自ら数多くの問題を解くことを期待する。

加法定理に基づいて確率を計
算できない。

区間推定および仮説検定を理
解し，具体的な問題へ応用で
きる。

区間推定と仮説検定の関係性
を理解できる。

データが与えられたとき，区
間推定ができる。

データが与えられたとき，区
間推定ができない。

概要
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週

1週

2週

3週

4週

5週

6週

7週

8週

9週

10週

11週

12週

13週

14週

15週

16週

合計
100
60
30
10

□アクティブラーニング ■ICT利用 □遠隔授業対応 □実務経験のある教員による授業
授業の属性・履修上の区分

ベイズの定理を理解し，事後確率の意味を説明できる。
度数分布表やヒストグラムを用いて１次元データの分布を
可視化できる。平均，中央値などの代表値の意味を理解で
きる。

分散と標準偏差を用いて分布の特性を表現できる。

前期

1stQ

2ndQ

授業内容
 確率の基本性質

独立試行・反復試行・条件付き確率

授業計画

ベイズの定理

週ごとの到達目標
事象の確率を理解できる。
確率の加法定理および余事象の確率を理解し，演習問題へ
適用できる。

独立試行の確率，反復試行の確率，条件付き確率，および
確率の乗法定理を理解し，演習問題へ適用できる。

標本調査から得られる標本平均，標本標準偏差の定義を理
解するとともに，推定量の不偏性と一致性の重要性を理解
できる。

母平均の推定手法として正規分布と t 分布を用いるケース
があることを理解し，区間推定ができる。

区間推定の裏返しとして仮説検定を捉え，母平均の仮説検
定をできる。

母集団と標本

確率変数の定義およびその平均（期待値）と分散・標準偏
差の定義を理解し，演習問題へ適用できる。独立な確率変
数の和の平均・分散に関する性質を理解できる。
反復試行の結果として得られる二項分布の性質を理解でき
る。正規分布の特性を理解し，標準正規分布に関する確率
を求めることができる。

確率変数の標準化を理解し，実問題へ適用できる。二項分
布において試行の反復回数を大きくすると正規分布で近似
できることを理解できる。

母平均の推定

仮説検定

期末試験

学習事項のまとめおよび授業改善アン
ケートの実施

総合評価割合

確率を用いた現象の表現および推定・検定手法を実問題と
関連付けることができる。

１次元データの整理

分散と標準偏差
相関

回帰直線

中間テスト

確率変数と確率分布

二項分布と正規分布

正規分布の応用

評価割合

２次元データから散布図を作成し，相関係数を計算し，そ
の意味を理解できる。共分散と相関関係との関連性を理解
できる
最小二乗法による回帰直線の導出を理解でき，演習問題へ
適用できる。

試験 レポート その他
70 0

0
0
0

40
20
10

30
20知識の基本的な理解 【知識・記憶、理解レベル】

思考・推論・創造への 適用力 【適用、分析レベル】
汎用的技能 【論理的思考力】

10
0
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評価項目1

評価項目2

評価項目3

評価項目4

授業の進め方・方法

注意点

担当教員

到達目標

(1) 確率の加法定理，乗法定理に基づいた確率の計算および条件付き確率を計算でき，ベイズの定理へ応用できる。
(2) １次元および２次元データを整理し，代表値および回帰直線を求めることができる。
(3) 二項分布，正規分布の特性を理解できるとともに，これらの分布のもとで確率を計算できる。
(4) 区間推定および仮説検定を理解し，具体的な問題へ応用できる。

ルーブリック

二項分布，正規分布の特性を
理解し，実問題において確率
を計算できる。

正規分布の標準化による確率
の計算ができる。

確率変数の意味を理解し，離
散分布，連続分布の場合の平
均・分散を計算できる。

確率変数の意味を理解し，離
散分布，連続分布の場合の平
均・分散を計算できない。

最小二乗法による回帰直線の
導出を理解でき，回帰直線の
パラメータを求めることがで
きる。

２次元データにおける共分散
と相関係数の意味を理解でき
る。

１次元データの代表値である
平均，分散の意味を理解し，
計算できる。

１次元データの代表値である
平均，分散の意味を理解でき
ない。

学生の皆さんは１・２年次に様々な実験に取り組んだ経験がある。ある実験において施した工夫の有
効性を示すには，検定手法が必須である。本講義では特に仮説検定を実問題へ適用できるレベルを目
標とする。計算ができるのはもちろんだが，状況に応じた推定手法，検定手法を把握して欲しい。

統計

科目基礎情報
科目番号
授業形態
開設学科
開設期

単位の種別と単位数
科目区分

対象学年
週時間数

教科書/教材

宇部工業高等専門学校 開講年度 授業科目令和10年度（2028年度）

新 確率統計，高橋節夫ら (大日本図書)
未定

35006

確率の乗法定理，条件付き確
率を理解し，ベイズの定理へ
応用できる。

確率の乗法定理，条件付き確
率を計算できる。

加法定理に基づいて確率を計
算できる。

教育方法等

理想的な到達レベルの目安
(優)

標準的な到達レベルの目安
(良)

最低限の到達レベルの目安
(可)

未到達レベルの目安(不可)

講義・演習
電気システム工学科
1st-Q, 2nd-Q

一般 / 必修
履修単位: 1
3
2

前半では，基本的な確率の計算方法を取り上げるとともに，１次元データの代表値である平均，分散
の意味とその性質を学ぶ。後半では，代表的な確率分布である二項分布と正規分布を取り上げ，それ
らの母数を推定する手法として点推定と区間推定を扱う。最後に仮説検定を取り上げ，品質管理等へ
の応用を説明する。

確率の計算方法，確率密度関数の位置付けを理解でき，推定・検定手法を実問題へ適用できることを
目的として，多くの例示を示しながら理論を説明する。授業内容が多岐に渡り，ボリュームも大きい
ため，板書を極力少なくするとともに，図表等をスライドにて提示する。教科書と併せて問題集を配
布するので，自ら数多くの問題を解くことを期待する。

加法定理に基づいて確率を計
算できない。

区間推定および仮説検定を理
解し，具体的な問題へ応用で
きる。

区間推定と仮説検定の関係性
を理解できる。

データが与えられたとき，区
間推定ができる。

データが与えられたとき，区
間推定ができない。

概要
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週

1週

2週

3週

4週

5週

6週

7週

8週

9週

10週

11週

12週

13週

14週

15週

16週

合計
100
60
30
10

□アクティブラーニング ■ICT利用 □遠隔授業対応 □実務経験のある教員による授業
授業の属性・履修上の区分

ベイズの定理を理解し，事後確率の意味を説明できる。
度数分布表やヒストグラムを用いて１次元データの分布を
可視化できる。平均，中央値などの代表値の意味を理解で
きる。

分散と標準偏差を用いて分布の特性を表現できる。

前期

1stQ

2ndQ

授業内容
 確率の基本性質

独立試行・反復試行・条件付き確率

授業計画

ベイズの定理

週ごとの到達目標
事象の確率を理解できる。
確率の加法定理および余事象の確率を理解し，演習問題へ
適用できる。

独立試行の確率，反復試行の確率，条件付き確率，および
確率の乗法定理を理解し，演習問題へ適用できる。

標本調査から得られる標本平均，標本標準偏差の定義を理
解するとともに，推定量の不偏性と一致性の重要性を理解
できる。

母平均の推定手法として正規分布と t 分布を用いるケース
があることを理解し，区間推定ができる。

区間推定の裏返しとして仮説検定を捉え，母平均の仮説検
定をできる。

母集団と標本

確率変数の定義およびその平均（期待値）と分散・標準偏
差の定義を理解し，演習問題へ適用できる。独立な確率変
数の和の平均・分散に関する性質を理解できる。
反復試行の結果として得られる二項分布の性質を理解でき
る。正規分布の特性を理解し，標準正規分布に関する確率
を求めることができる。

確率変数の標準化を理解し，実問題へ適用できる。二項分
布において試行の反復回数を大きくすると正規分布で近似
できることを理解できる。

母平均の推定

仮説検定

期末試験

学習事項のまとめおよび授業改善アン
ケートの実施

総合評価割合

確率を用いた現象の表現および推定・検定手法を実問題と
関連付けることができる。

１次元データの整理

分散と標準偏差
相関

回帰直線

中間テスト

確率変数と確率分布

二項分布と正規分布

正規分布の応用

評価割合

２次元データから散布図を作成し，相関係数を計算し，そ
の意味を理解できる。共分散と相関関係との関連性を理解
できる
最小二乗法による回帰直線の導出を理解でき，演習問題へ
適用できる。

試験 レポート その他
70 0

0
0
0

40
20
10

30
20知識の基本的な理解 【知識・記憶、理解レベル】

思考・推論・創造への 適用力 【適用、分析レベル】
汎用的技能 【論理的思考力】

10
0
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評価項目1

評価項目2

評価項目3

評価項目4

授業の進め方・方法

注意点

担当教員

到達目標

(1) 確率の加法定理，乗法定理に基づいた確率の計算および条件付き確率を計算でき，ベイズの定理へ応用できる。
(2) １次元および２次元データを整理し，代表値および回帰直線を求めることができる。
(3) 二項分布，正規分布の特性を理解できるとともに，これらの分布のもとで確率を計算できる。
(4) 区間推定および仮説検定を理解し，具体的な問題へ応用できる。

ルーブリック

二項分布，正規分布の特性を
理解し，実問題において確率
を計算できる。

正規分布の標準化による確率
の計算ができる。

確率変数の意味を理解し，離
散分布，連続分布の場合の平
均・分散を計算できる。

確率変数の意味を理解し，離
散分布，連続分布の場合の平
均・分散を計算できない。

最小二乗法による回帰直線の
導出を理解でき，回帰直線の
パラメータを求めることがで
きる。

２次元データにおける共分散
と相関係数の意味を理解でき
る。

１次元データの代表値である
平均，分散の意味を理解し，
計算できる。

１次元データの代表値である
平均，分散の意味を理解でき
ない。

学生の皆さんは１・２年次に様々な実験に取り組んだ経験がある。ある実験において施した工夫の有
効性を示すには，検定手法が必須である。本講義では特に仮説検定を実問題へ適用できるレベルを目
標とする。計算ができるのはもちろんだが，状況に応じた推定手法，検定手法を把握して欲しい。

統計

科目基礎情報
科目番号
授業形態
開設学科
開設期

単位の種別と単位数
科目区分

対象学年
週時間数

教科書/教材

宇部工業高等専門学校 開講年度 授業科目令和10年度（2028年度）

新 確率統計，高橋節夫ら (大日本図書)
未定

35006

確率の乗法定理，条件付き確
率を理解し，ベイズの定理へ
応用できる。

確率の乗法定理，条件付き確
率を計算できる。

加法定理に基づいて確率を計
算できる。

教育方法等

理想的な到達レベルの目安
(優)

標準的な到達レベルの目安
(良)

最低限の到達レベルの目安
(可)

未到達レベルの目安(不可)

講義・演習
制御情報工学科
1st-Q, 2nd-Q

一般 / 必修
履修単位: 1
3
2

前半では，基本的な確率の計算方法を取り上げるとともに，１次元データの代表値である平均，分散
の意味とその性質を学ぶ。後半では，代表的な確率分布である二項分布と正規分布を取り上げ，それ
らの母数を推定する手法として点推定と区間推定を扱う。最後に仮説検定を取り上げ，品質管理等へ
の応用を説明する。

確率の計算方法，確率密度関数の位置付けを理解でき，推定・検定手法を実問題へ適用できることを
目的として，多くの例示を示しながら理論を説明する。授業内容が多岐に渡り，ボリュームも大きい
ため，板書を極力少なくするとともに，図表等をスライドにて提示する。教科書と併せて問題集を配
布するので，自ら数多くの問題を解くことを期待する。

加法定理に基づいて確率を計
算できない。

区間推定および仮説検定を理
解し，具体的な問題へ応用で
きる。

区間推定と仮説検定の関係性
を理解できる。

データが与えられたとき，区
間推定ができる。

データが与えられたとき，区
間推定ができない。

概要
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週

1週

2週

3週

4週

5週

6週

7週

8週

9週

10週

11週

12週

13週

14週

15週

16週

合計
100
60
30
10

□アクティブラーニング ■ICT利用 □遠隔授業対応 □実務経験のある教員による授業
授業の属性・履修上の区分

ベイズの定理を理解し，事後確率の意味を説明できる。
度数分布表やヒストグラムを用いて１次元データの分布を
可視化できる。平均，中央値などの代表値の意味を理解で
きる。

分散と標準偏差を用いて分布の特性を表現できる。

前期

1stQ

2ndQ

授業内容
 確率の基本性質

独立試行・反復試行・条件付き確率

授業計画

ベイズの定理

週ごとの到達目標
事象の確率を理解できる。
確率の加法定理および余事象の確率を理解し，演習問題へ
適用できる。

独立試行の確率，反復試行の確率，条件付き確率，および
確率の乗法定理を理解し，演習問題へ適用できる。

標本調査から得られる標本平均，標本標準偏差の定義を理
解するとともに，推定量の不偏性と一致性の重要性を理解
できる。

母平均の推定手法として正規分布と t 分布を用いるケース
があることを理解し，区間推定ができる。

区間推定の裏返しとして仮説検定を捉え，母平均の仮説検
定をできる。

母集団と標本

確率変数の定義およびその平均（期待値）と分散・標準偏
差の定義を理解し，演習問題へ適用できる。独立な確率変
数の和の平均・分散に関する性質を理解できる。
反復試行の結果として得られる二項分布の性質を理解でき
る。正規分布の特性を理解し，標準正規分布に関する確率
を求めることができる。

確率変数の標準化を理解し，実問題へ適用できる。二項分
布において試行の反復回数を大きくすると正規分布で近似
できることを理解できる。

母平均の推定

仮説検定

期末試験

学習事項のまとめおよび授業改善アン
ケートの実施

総合評価割合

確率を用いた現象の表現および推定・検定手法を実問題と
関連付けることができる。

１次元データの整理

分散と標準偏差
相関

回帰直線

中間テスト

確率変数と確率分布

二項分布と正規分布

正規分布の応用

評価割合

２次元データから散布図を作成し，相関係数を計算し，そ
の意味を理解できる。共分散と相関関係との関連性を理解
できる
最小二乗法による回帰直線の導出を理解でき，演習問題へ
適用できる。

試験 レポート その他
70 0

0
0
0

40
20
10

30
20知識の基本的な理解 【知識・記憶、理解レベル】

思考・推論・創造への 適用力 【適用、分析レベル】
汎用的技能 【論理的思考力】

10
0
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評価項目1

評価項目2

評価項目3

評価項目4

授業の進め方・方法

注意点

担当教員

到達目標

(1) 確率の加法定理，乗法定理に基づいた確率の計算および条件付き確率を計算でき，ベイズの定理へ応用できる。
(2) １次元および２次元データを整理し，代表値および回帰直線を求めることができる。
(3) 二項分布，正規分布の特性を理解できるとともに，これらの分布のもとで確率を計算できる。
(4) 区間推定および仮説検定を理解し，具体的な問題へ応用できる。

ルーブリック

二項分布，正規分布の特性を
理解し，実問題において確率
を計算できる。

正規分布の標準化による確率
の計算ができる。

確率変数の意味を理解し，離
散分布，連続分布の場合の平
均・分散を計算できる。

確率変数の意味を理解し，離
散分布，連続分布の場合の平
均・分散を計算できない。

最小二乗法による回帰直線の
導出を理解でき，回帰直線の
パラメータを求めることがで
きる。

２次元データにおける共分散
と相関係数の意味を理解でき
る。

１次元データの代表値である
平均，分散の意味を理解し，
計算できる。

１次元データの代表値である
平均，分散の意味を理解でき
ない。

学生の皆さんは１・２年次に様々な実験に取り組んだ経験がある。ある実験において施した工夫の有
効性を示すには，検定手法が必須である。本講義では特に仮説検定を実問題へ適用できるレベルを目
標とする。計算ができるのはもちろんだが，状況に応じた推定手法，検定手法を把握して欲しい。

統計

科目基礎情報
科目番号
授業形態
開設学科
開設期

単位の種別と単位数
科目区分

対象学年
週時間数

教科書/教材

宇部工業高等専門学校 開講年度 授業科目令和10年度（2028年度）

新 確率統計，高橋節夫ら (大日本図書)
未定

35006

確率の乗法定理，条件付き確
率を理解し，ベイズの定理へ
応用できる。

確率の乗法定理，条件付き確
率を計算できる。

加法定理に基づいて確率を計
算できる。

教育方法等

理想的な到達レベルの目安
(優)

標準的な到達レベルの目安
(良)

最低限の到達レベルの目安
(可)

未到達レベルの目安(不可)

講義・演習
物質工学科
1st-Q, 2nd-Q

一般 / 必修
履修単位: 1
3
2

前半では，基本的な確率の計算方法を取り上げるとともに，１次元データの代表値である平均，分散
の意味とその性質を学ぶ。後半では，代表的な確率分布である二項分布と正規分布を取り上げ，それ
らの母数を推定する手法として点推定と区間推定を扱う。最後に仮説検定を取り上げ，品質管理等へ
の応用を説明する。

確率の計算方法，確率密度関数の位置付けを理解でき，推定・検定手法を実問題へ適用できることを
目的として，多くの例示を示しながら理論を説明する。授業内容が多岐に渡り，ボリュームも大きい
ため，板書を極力少なくするとともに，図表等をスライドにて提示する。教科書と併せて問題集を配
布するので，自ら数多くの問題を解くことを期待する。

加法定理に基づいて確率を計
算できない。

区間推定および仮説検定を理
解し，具体的な問題へ応用で
きる。

区間推定と仮説検定の関係性
を理解できる。

データが与えられたとき，区
間推定ができる。

データが与えられたとき，区
間推定ができない。

概要
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週

1週

2週

3週

4週

5週

6週

7週

8週

9週

10週

11週

12週

13週

14週

15週

16週

合計
100
60
30
10

□アクティブラーニング ■ICT利用 □遠隔授業対応 □実務経験のある教員による授業
授業の属性・履修上の区分

ベイズの定理を理解し，事後確率の意味を説明できる。
度数分布表やヒストグラムを用いて１次元データの分布を
可視化できる。平均，中央値などの代表値の意味を理解で
きる。

分散と標準偏差を用いて分布の特性を表現できる。

前期

1stQ

2ndQ

授業内容
 確率の基本性質

独立試行・反復試行・条件付き確率

授業計画

ベイズの定理

週ごとの到達目標
事象の確率を理解できる。
確率の加法定理および余事象の確率を理解し，演習問題へ
適用できる。

独立試行の確率，反復試行の確率，条件付き確率，および
確率の乗法定理を理解し，演習問題へ適用できる。

標本調査から得られる標本平均，標本標準偏差の定義を理
解するとともに，推定量の不偏性と一致性の重要性を理解
できる。

母平均の推定手法として正規分布と t 分布を用いるケース
があることを理解し，区間推定ができる。

区間推定の裏返しとして仮説検定を捉え，母平均の仮説検
定をできる。

母集団と標本

確率変数の定義およびその平均（期待値）と分散・標準偏
差の定義を理解し，演習問題へ適用できる。独立な確率変
数の和の平均・分散に関する性質を理解できる。
反復試行の結果として得られる二項分布の性質を理解でき
る。正規分布の特性を理解し，標準正規分布に関する確率
を求めることができる。

確率変数の標準化を理解し，実問題へ適用できる。二項分
布において試行の反復回数を大きくすると正規分布で近似
できることを理解できる。

母平均の推定

仮説検定

期末試験

学習事項のまとめおよび授業改善アン
ケートの実施

総合評価割合

確率を用いた現象の表現および推定・検定手法を実問題と
関連付けることができる。

１次元データの整理

分散と標準偏差
相関

回帰直線

中間テスト

確率変数と確率分布

二項分布と正規分布

正規分布の応用

評価割合

２次元データから散布図を作成し，相関係数を計算し，そ
の意味を理解できる。共分散と相関関係との関連性を理解
できる
最小二乗法による回帰直線の導出を理解でき，演習問題へ
適用できる。

試験 レポート その他
70 0

0
0
0

40
20
10

30
20知識の基本的な理解 【知識・記憶、理解レベル】

思考・推論・創造への 適用力 【適用、分析レベル】
汎用的技能 【論理的思考力】

10
0
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評価項目1

評価項目2

評価項目3

評価項目4

講義・演習
経営情報学科
1st-Q, 2nd-Q

一般 / 必修
履修単位: 1
3
2

前半では，基本的な確率の計算方法を取り上げるとともに，１次元データの代表値である平均，分散
の意味とその性質を学ぶ。後半では，代表的な確率分布である二項分布と正規分布を取り上げ，それ
らの母数を推定する手法として点推定と区間推定を扱う。最後に仮説検定を取り上げ，品質管理等へ
の応用を説明する。

確率の計算方法，確率密度関数の位置付けを理解でき，推定・検定手法を実問題へ適用できることを
目的として，多くの例示を示しながら理論を説明する。授業内容が多岐に渡り，ボリュームも大きい
ため，板書を極力少なくするとともに，図表等をスライドにて提示する。教科書と併せて問題集を配
布するので，自ら数多くの問題を解くことを期待する。

加法定理に基づいて確率を計
算できない。

区間推定および仮説検定を理
解し，具体的な問題へ応用で
きる。

区間推定と仮説検定の関係性
を理解できる。

データが与えられたとき，区
間推定ができる。

データが与えられたとき，区
間推定ができない。

概要

教育方法等

理想的な到達レベルの目安
(優)

標準的な到達レベルの目安
(良)

最低限の到達レベルの目安
(可)

未到達レベルの目安(不可)

統計

科目基礎情報
科目番号
授業形態
開設学科
開設期

単位の種別と単位数
科目区分

対象学年
週時間数

教科書/教材

宇部工業高等専門学校 開講年度 授業科目令和10年度（2028年度）

新 確率統計，高橋節夫ら (大日本図書)
未定

35006

確率の乗法定理，条件付き確
率を理解し，ベイズの定理へ
応用できる。

確率の乗法定理，条件付き確
率を計算できる。

加法定理に基づいて確率を計
算できる。

授業の進め方・方法

注意点

担当教員

到達目標

(1) 確率の加法定理，乗法定理に基づいた確率の計算および条件付き確率を計算でき，ベイズの定理へ応用できる。
(2) １次元および２次元データを整理し，代表値および回帰直線を求めることができる。
(3) 二項分布，正規分布の特性を理解できるとともに，これらの分布のもとで確率を計算できる。
(4) 区間推定および仮説検定を理解し，具体的な問題へ応用できる。

ルーブリック

二項分布，正規分布の特性を
理解し，実問題において確率
を計算できる。

正規分布の標準化による確率
の計算ができる。

確率変数の意味を理解し，離
散分布，連続分布の場合の平
均・分散を計算できる。

確率変数の意味を理解し，離
散分布，連続分布の場合の平
均・分散を計算できない。

最小二乗法による回帰直線の
導出を理解でき，回帰直線の
パラメータを求めることがで
きる。

２次元データにおける共分散
と相関係数の意味を理解でき
る。

１次元データの代表値である
平均，分散の意味を理解し，
計算できる。

１次元データの代表値である
平均，分散の意味を理解でき
ない。

学生の皆さんは１・２年次に様々な実験に取り組んだ経験がある。ある実験において施した工夫の有
効性を示すには，検定手法が必須である。本講義では特に仮説検定を実問題へ適用できるレベルを目
標とする。計算ができるのはもちろんだが，状況に応じた推定手法，検定手法を把握して欲しい。
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週

1週

2週

3週

4週

5週

6週

7週

8週

9週

10週

11週

12週

13週

14週

15週

16週

合計
100
60
30
10

0
0
0

40
20
10

30
20知識の基本的な理解 【知識・記憶、理解レベル】

思考・推論・創造への 適用力 【適用、分析レベル】
汎用的技能 【論理的思考力】

10
0

仮説検定

期末試験

学習事項のまとめおよび授業改善アン
ケートの実施

総合評価割合

確率を用いた現象の表現および推定・検定手法を実問題と
関連付けることができる。

１次元データの整理

分散と標準偏差
相関

回帰直線

中間テスト

確率変数と確率分布

二項分布と正規分布

正規分布の応用

評価割合

２次元データから散布図を作成し，相関係数を計算し，そ
の意味を理解できる。共分散と相関関係との関連性を理解
できる
最小二乗法による回帰直線の導出を理解でき，演習問題へ
適用できる。

試験 レポート その他
70 0

前期

1stQ

2ndQ

授業内容
 確率の基本性質

独立試行・反復試行・条件付き確率

授業計画

ベイズの定理

週ごとの到達目標
事象の確率を理解できる。
確率の加法定理および余事象の確率を理解し，演習問題へ
適用できる。

独立試行の確率，反復試行の確率，条件付き確率，および
確率の乗法定理を理解し，演習問題へ適用できる。

標本調査から得られる標本平均，標本標準偏差の定義を理
解するとともに，推定量の不偏性と一致性の重要性を理解
できる。

母平均の推定手法として正規分布と t 分布を用いるケース
があることを理解し，区間推定ができる。

区間推定の裏返しとして仮説検定を捉え，母平均の仮説検
定をできる。

母集団と標本

確率変数の定義およびその平均（期待値）と分散・標準偏
差の定義を理解し，演習問題へ適用できる。独立な確率変
数の和の平均・分散に関する性質を理解できる。
反復試行の結果として得られる二項分布の性質を理解でき
る。正規分布の特性を理解し，標準正規分布に関する確率
を求めることができる。

確率変数の標準化を理解し，実問題へ適用できる。二項分
布において試行の反復回数を大きくすると正規分布で近似
できることを理解できる。

母平均の推定

ベイズの定理を理解し，事後確率の意味を説明できる。
度数分布表やヒストグラムを用いて１次元データの分布を
可視化できる。平均，中央値などの代表値の意味を理解で
きる。

分散と標準偏差を用いて分布の特性を表現できる。

□アクティブラーニング ■ICT利用 □遠隔授業対応 □実務経験のある教員による授業
授業の属性・履修上の区分
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評価項目1

評価項目2

評価項目3

評価項目4

 ・ベイズ統計の演習問題を
解くことができる。

・ベイズ統計が日常で利用さ
れていることを把握できる。

・ベイズの定理の基礎を理解
できる。

・ベイズ統計学が理解できな
い

・条件付き確率について理解
し、計算することができる。
・事象の独立、従属を理解
し、違いを把握できる。

・確率の性質を理解して、計
算することができる。
・反復試行について理解でき
る。

・確率の概要を理解すること
ができる。
・和事象、積事象、空事象の
性質を理解できる。

・確率の基本事項が理解でき
ない。

・やや複雑な事象に対して、
適切に推定と検定をおこなう
ことができる。

・母平均の推定で信頼区間を
求めることができる。
・母平均の検定で検定統計量
を求め、統計的基準と比較
し、結果を考察できる。
・母分散の推定と検定で、手
順に従い、信頼区間および検
定をおこなうことができる。
・母比率の推定と検定で検定
統計量を求め、統計的基準と
比較し、結果を考察できる。
・二つの母集団を用いて推定
や検定を求め、結果を考察で
きる。

・母平均、母分散および母比
率の推定と検定の扱い方を把
握できる。
・分布表を理解できる。
・二つの母集団を用いて、平
均の差、分散の差の推定方法
と検定方法を理解できる。
・t分布表、F分布表の見方を
理解できる。

・推定と検定が理解できな
い。

ルーブリック
理想的な到達レベルの目安

(優)
標準的な到達レベルの目安

(良)
最低限の到達レベルの目安

(可)
未到達レベルの目安(不可)

・事象の独立を理解し、違い ・回帰分析、ヒストグラムを ・データの分析（平均、分 ・統計の基本事項が理解でき

教科書/教材 確率統計「第2版」 高専の数学教材委員会/教員が配布する資料
担当教員 挾間雅義

到達目標

・基本的な統計、確率の内容について理解できる。
・確率分布の性質を理解できる。
・推定、検定について理解できる。
・ベイズ統計学の基本事項について理解できる。

開設学科 経営情報学科 対象学年 3
開設期 1st-Q, 2nd-Q 週時間数 1

科目番号 53020 科目区分 専門/必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位︓2

宇部工業高等専門学校 開講年度 令和10年度（2028年度） 授業科目 経営統計学

科目基礎情報
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週

1週

2週

3週

・連続型確率と離散型確率の概要について理解できる。
・連続型確率と離散型確率の平均と分散について理解し、
求めることができる。

授業計画
授業内容 週ごとの到達目標

オリエンテーション
第1回︓統計（復習）
・データ分析
・回帰と相関
・ヒストグラム
・集合
・順列と組合せ

学習内容の復習
・データの分析（平均、分散、標準偏差、レンジ、メディ
アン、モード）を計算して求めることができる。
・相関係数を求めることができる
・相関分析ができる。
・散布図を書くことができる
・ヒストグラムを作成し、検証できる。
・集合、順列、組合せが理解できる。

第2回︓確率（復習）
・確率の性質
・反復試行
・復元抽出と非復元抽出
・条件付き確率

・確率の性質を理解して、計算するできる。
・事象の独立、従属を理解して計算できる。
・反復試行を理解できる。
・非復元抽出、復元抽出を理解し計算できる。
・条件付き確率を理解し、計算することができる。

第3回︓連続型確率分布と離散型確率分
布
・連続型確率分布
・離散型確率分布

授業の進め方・方法

・テキストと教員が配布するプリントを用いる。
・授業はホワイトボードでおこなう。
・課題はあります。
・配布プリントは、授業内容をまとめたもの、試験範囲について（資料①）、授業で扱う例題集（資
料②）、課題・演習（資料③）で構成されています。

注意点

・ベイズ統計学に関しては教員が配布する資料を使います。
・推定と検定は内容が難しく、複雑な数式を使うが、覚える必要はない。
・試験は中間試験、期末試験を実施する。
・教員が作成する資料や演習問題で確認できるようにするのでわからないところがあれば気軽に質問
してください。
・統計検定2級や品質管理検定2級の範囲と関係しております。
・資格を受験してみようと思う人はご相談ください。

授業の属性・履修上の区分
□アクティブラーニング □ICT利用 □遠隔授業対応 □実務経験のある教員による授業

教育方法等

概要

・前半2回は統計で学習する統計と確率に関する基本的事項の確認をおこなう。
・第4回では離散型確率分布と連続型確率分布、様々な確率分布について学習する。
・第5回以降は経営統計学のメインである推定、検定に関する学習する。
・応用としてベイズ統計学、様々な検定方法について学習する。
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4週

5週

6週

7週

8週

9週

10週

第7回︓母比率と母分散に関する区間推
定
・推定に必要な標本比率、実現値 ・
区間推定
・推定結果

・母比率、母分散の区間推定において、推定に必要な要素
を求め、求めることができる。

中間試験

第9回︓試験返却、母平均に関する検定
について（母分散、標準偏差が既知、
未知の場合）
・帰無仮説と対立仮説  ・検定統計
量
・採択or棄却の判定方法

・統計、確率、推定と検定に関する理解度を確認すること
ができる。
・検定の手順を理解することができる。
・帰無仮説と対立仮説を立てることができる。
・検定統計量を求めることができる。
・母平均に関する検定について、母分散もしくは標準偏差
が既知、未知の場合において、結果を求めることができ
る。

第10回︓母比率に関する検定、二つの
母集団に関する平均の差に関する推定
と検定

・母比率に関する検定についても、結果を求めることがで
きる。
・二つの母集団を用いて、平均の差、分散の差の推定方法
と検定手順を理解できる。
・二つの母集団を用いて、平均の差に関する推定で信頼区
間を求めることができる。
・二つの母集団を用いて、平均の差に関する検定で結果を
求めることができる。

第4回︓確率分布
・二項分布
・ポアソン分布
・指数分布
・カイ二乗分布
・t分布

・授業で取り上げる確率分布（二項分布、ポアソン分布、
指数分布）の性質を理解できる。
・二項分布とポアソン分布に基づいた事象に関して、確率
や平均と分散を計算することができる。
・二項分布とポアソン分布のグラフを書くことができる。
・カイ二乗分布の性質について理解することができる。
・t分布の性質について理解することができる。

第5回︓推定と検定の概要 ・推定と検定の基本的な性質を理解できる。
・推定を求めるための手順を理解できる。
・どのような推定、検定があるのかを把握できる。

第6回︓母平均に関する区間推定（母分
散、標準偏差が既知、未知の場合）
・推定に必要な標本平均、標本分散、
データ数
・区間推定 ・推定結果

・推定に必要な標本平均、分散を求めることができる。
・検定結果から事象に適した考察ができる。
・両側と片側の違いを理解できる。
・分布表を適切に扱うことができる。
・母平均の推定で信頼区間を求めることができる。
・母平均の区間推定で、分散が既知、未知の場合において
信頼区間を求めることができる。

後期

3rdQ
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11週

12週

13週

14週

15週

16週

合計
100
45
35
20

思考・推論・創造への 適用力 【適用、分析レベル】 20 10 5
汎用的技能 【論理的思考力】 20 0 0

総合評価割合 70 20 10
知識の基本的な理解 【知識・記憶、理解レベル】 30 10 5

期末試験

学習事項のまとめおよび授業改善アン
ケートの実施

確率を用いた現象の表現および推定・検定手法を実問題と
関連付けることができる。

評価割合
試験 レポート その他

4thQ

第11回︓二つの母集団に関する分散の
差に関する推定と検定

・二つの母集団を用いて、分散の差に関する推定で信頼区
間を求めることができる。
・二つの母集団を用いて、分散の差に関する検定で結果を
求めることができる。
・二つの母集団を用いて、分散の差に関する推定で信頼区
間を求めることができる。
・二つの母集団を用いて、分散の差に関する検定で結果を
求めることができる。
・F分布表を適切に使うことができる。

第12回︓ベイズ統計①（原因の確率、
日常の例）

・ベイズ統計が日常で利用されていることを把握できる。

第13回︓ベイズ統計②（ベイズ因子
ベイズ統計の基礎）

・ベイズの定理を理解することができる。
・ベイズ統計の基礎を理解できる。

第14回︓その他の検定 ・その他の検定（相関係数、適合度の検定、分散分析表）
について理解できる。 第14回内容はレポートによる確認
とします。
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別表第２ 専門科目の学年別授業科目及び単位数

(経営情報学科) （令和8年度以降入学生適用）

１年 ２年 ３年 ４年 ５年
簿 記 論 Ⅰ 履修 1 1
簿 記 論 Ⅱ 履修 1 1
経 営 情 報 学 概 論 履修 1 1
情 報 リ テ ラ シ ー Ⅰ 履修 1 1
情 報 リ テ ラ シ ー Ⅱ 学修 2 2
リ サ ー チ ワ ー ク シ ョ ッ プ 履修 2 2
プ ロ グ ラ ミ ン グ Ⅰ 履修 4 4
原 価 計 算 論 Ⅰ 履修 1 1
原 価 計 算 論 Ⅱ 履修 1 1
基 礎 経 営 学 学修 2 2
プ ロ ジ ェ ク ト 学 習 Ⅰ 履修 2 2
プ ロ グ ラ ミ ン グ Ⅱ 履修 4 4
経 営 管 理 論 履修 1 1
経 営 情 報 論 履修 1 1
情 報 シ ス テ ム 論 Ⅰ 履修 1 1
情 報 シ ス テ ム 論 Ⅱ 学修 2 2
デ ー タ サ イ エ ン ス 履修 1 1
経 営 統 計 学 学修 2 2
財 務 会 計 論 Ⅰ 履修 1 1
財 務 会 計 論 Ⅱ 学修 2 2
デ ー タ ベ ー ス 論 学修 2 2
プ ロ ジ ェ ク ト 学 習 Ⅱ 履修 2 2
卒 業 研 究 Ⅰ 履修 10 10
デ ー タ サ イ エ ン ス 演 習 Ⅰ 履修 2 2
オ ペ レ ー シ ョ ン ズ ・ リ サ ー チ 学修 2 2
微 分 方 程 式 履修 1 1
人 的 資 源 管 理 論 学修 1 1
経 営 組 織 論 学修 1 1
経 営 戦 略 論 学修 1 1
プ ロ グ ラ ミ ン グ Ⅲ 履修 1 1
多 変 量 解 析 学修 2 2
経 済 学 Ⅰ 学修 2 2
ビ ジ ネ ス 法 履修 1 1
経 営 財 務 論 学修 2 2
ビ ジ ネ ス デ ザ イ ン 履修 1 1
卒 業 研 究 Ⅱ 履修 14 14
経 済 学 Ⅱ 学修 2 2
デ ー タ サ イ エ ン ス 演 習 Ⅱ 履修 2 2

M O T 概 論 学修 2 2
品 質 管 理 論 学修 1 1
生 産 管 理 論 学修 1 1
情 報 ネ ッ ト ワ ー ク 学修 1 1
マ ー ケ テ ィ ン グ 論 履修 1 1
国 際 経 営 論 学修 2 2
修 得 単 位 数 計 90 8 10 19 27 26
国 際 関 係 論 学修 1 1
情 報 シ ス テ ム 論 Ⅲ 履修 1 1
ベ ン チ ャ ー 企 業 論 学修 1 1
ラ イ フ プ ラ ン ニ ン グ 履修 1 1
地 域 教 育 Ⅰ 履修 1 1
地 域 教 育 Ⅱ 履修 1 1
地 域 教 育 Ⅲ 履修 1 1
校 外 実 習 Ⅰ 履修 1 1 校外実習Ⅰ・Ⅱ
校 外 実 習 Ⅱ 履修 3 3 どちらか１科目のみ選択可
外 部 授 業 科 目 4
開 設 単 位 数 合 計 15
修 得 単 位 数 合 計

105
修 得 単 位 数 合 計 92単位以上

15
2単位以上　

開 設 単 位 数 合 計 105

備　　　　　考

必
　
　
　
　
　
　
修
　
　
　
　
　
　
科
　
　
　
　
　
　
目

選
 

択
 

科
 

目
4

授        業        科        目
単位の
区別

単位数
学　年　別　配　当
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宇部工業高等専門学校
数理・データサイエンス・AI教育プログラム 取組概要

教育目的・身に付けられる能力
本プログラムは急速な情報技術の進展が進むSociety5.0で必要と

なる数理・データサイエンス・AIの基礎的な能力を育成すること
を目的とする。
本プログラムの修了者は社会におけるデータ・AI利活用に関す

る知識やデータを適切に読み解き、活用できる能力を身に付ける
ことができる。

実施体制

プログラムの科目構成
学習項目 学年 共通科目

 データ・AI利活用の最新動向
 データ・AI利活用のための技術
 データを守る上での留意事項

4年 ジェネリックスキルⅣ

 社会で活用されているデータ
 データ・AI利活用のための技術
 データを守る上での留意事項

3年 ジェネリックスキルⅢ

 データ・AI利活用における留意事項
 データを守る上での留意事項 2年 ジェネリックスキルⅡ

 社会で起きている変化
 データ・AIの活用領域
 データ・AI利活用の現場
 データを守る上での留意事項

1年 ジェネリックスキルⅠ

 データを読む、データを説明する、データを扱う 3年 統計

学習項目 機械工学科 電気システム工学科 制御情報工学科
 データを読む (4年)計測工学A (1年)データサイエンス基礎 (4年)数値計算
 データを説明する (4年)工学実験 (1年)データサイエンス基礎 (4年)数値計算
 データを扱う (3年)情報Ⅲ (1年)データサイエンス基礎 (4年)数値計算

学習項目 物質工学科 経営情報学科
 データを読む (2年)情報処理Ⅱ (3年)経営統計学
 データを説明する (2年)情報処理Ⅱ (3年)経営統計学

 データを扱う (2年)情報処理Ⅱ (1年)情報リテラシーⅠ
(3年)経営情報論

修了要件：全ての指定科目の単位修得

教務委員会

各学科
担当教員機関評価室 校長

校長を運営責任者とし、教務委員会でプログラム内容を協議し、
その実施計画に基づき各学科の担当教員が授業を実施する。各授
業に対する授業改善アンケート及び各学年の理解度確認アンケー
トの調査結果を基に機関評価室が自己点検・評価を行い、教務委
員会でプログラムの改善・進化について協議する。
以上のPDCAサイクルを回すことによって、学校全体で本プログ

ラムの取り組みを推進する。

令和8年度以降入学者用
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